
令和５年度学校評価（前期） 
令和５年９月 

四国中央市立中之庄小学校  
 

 〈Ａ：よくできた Ｂ：どちらかといえばできた Ｃ：どちらかといえばできなかった Ｄ：できなかった E：わからない〉 

            回収率  保護者8９％     児童９４％ 
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考察及び保護者のご意見から 

（学力について） 
○ 「授業がよくわかりましたか」の設問については、児童の９０％以上が肯定的な回答をしており、

昨年度に引き続き高い状態を維持しています。朝ドリルへの取り組み方にもプラスの変化が見られる

など、児童の学習に対する意欲の向上が見られます。今後もＩＣＴを効果的に活用したり、休み時間

や放課後など補充的な学習の時間を確保したりすることを通して、基礎的・基本的な学習内容の定着

を図ります。家庭学習時間や読書については、若干の数値の向上が見られるものの、まだ不十分と捉

えている児童や保護者の方も少なくありません。学年始めに配付しております「家庭学習の手引き」

を参考に、ご家庭でも取組にご協力いただけるとありがたいです。 

○ 「外で元気に遊び、体力がつきましたか」の設問については、数値の向上が見られました。新型コ

ロナウイルス感染症対応の変化に伴い、中休みや昼休みなど外で元気に遊ぶ児童の姿が増えていま

す。引き続き適切な感染防止対策や熱中症対策を行いながら、児童の体力づくりを進めていきます。 

○ ゲームやパソコンの使用時間等については、昨年度からの大きな変化が見られません。学校でも、

引き続き児童への働き掛けを行っていきます。ご家庭でも、ゲームやパソコンの使い方や使用時間のル

ールづくり等について確認していただければ幸いです。 

（学校生活について） 
○  学校に楽しく登校できていると感じたり困ったときに誰かに相談できたりしている児童の割合が増えてい

ます。しかし、児童の割合は 100％ではなく、お子さんの学校生活に対して不安を感じられている保護者の

方もいらっしゃいます。その事実を心に留め、児童との信頼関係づくりや保護者の方との連携をさらに進めて

いきます。いじめやトラブルの早期発見・早期対応に努め、全ての児童が気持ち良く学校生活を送ることが

できるようにしていきたいと思いますので、今後ともご家庭のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

○  「進んで学校や学級のために働くことができていますか」の設問については、数値の大幅な向上が見ら

れました。これまでも学校全体でＶＳ活動を推進してきましたが、さらに児童主体の活動となるよう支援を進

め、児童の「気付き、考え、実行」する力の育成に努めます。 


